
いよいよ、最終学年となりました。 

卒業後のことを考えながらの１年間となります。

有意義に過ごしたいです。（全員） 

紙すき(受注品) 

  

 

 

          新入生 8 名を迎え、令和 4 年度生産技術科がスタートしました。新しい環境で 

不安も多い一年生ですが、頑張る先輩の姿を見て、がぜんやる気が出たようです。生徒同士が互いの姿 

に励まされ、刺激を受けて高め合う。今年もそんな生産技術科でありたいです。 

 

  

                北海道札幌稲穂高等支援学校 生産技術科通信         ５月  ２日   NO１ 

           

僕たちの今年一年の目標です。一人一人に可能性があり、その規模は無限です。 

                          稲穂で頑張っていきます。

初めての雪割り 

                  雪割りを初めてやって気付いたことは、体力と集中力が大事だと 

                  いうことが分かりました。そして、8人で協力しないと仕事が効率 

                  よく進まないと思いました。 

                先輩の作業を見学 

                  きびきびとした動きだった。声掛けや返事が 

                とても大きくすごかったです。 

                                 （文責：剣先 T.A） 

                      先輩を目標に、一歩一歩進んで行こう!! 

 

 

 

 

 

 

 

畑作業で、粗おこしと石灰まきをしました。石灰は風でとんでしまうので、きちんと撒けるようにしました。 

（生産技術科２年 M・A） 

3 年 

２年 

1 年 

 



  

 

 

          ライラックの花も咲き、札幌にも初夏の心地よい風が吹くようになりました。 

          先日のＺＯＯＭでの学校説明会は、初めてのこともあり、緊張や不安もありましたが、3               

          年生中心に、自分たちの言葉で生産技術科のことをお知らせしました。次回 3 月です。 

          お楽しみに･･･。 

 

  

 

         

畑作業始動。畝つくりとマルチはりをしました 

全員現場実習を終えて学校に戻ってきました。 

早速の作業は「畝つくり」と「マルチはり」でした。 

初めての作業でしたが、実習で身につけた力を 

十分に発揮できました。野菜作り始動です！ 

 

「現場実習から帰ってきて、まだ疲れているけど、実習でできたことを 

活かすことができました。」生産技術科 2年 A・K） 

 

3 年 

２年 

                北海道札幌稲穂高等支援学校 生産技術科通信         令和 4年 ６月２日   NO２ 

リヤカーに道具を入れて･･･ デザインもみんなで考えました 

窓越しの説明 北あかりを植えました 

  

 

7 人で協力して、で

きあがりました。 

それぞれのグループでデザインを納得いくま

で話し合いをしたり、花の種類や配色など工夫

したりして、作り上げることができました。 

 花壇は、バランスや間隔も大切だと感じました。 

 



  

 

 

          いよいよ札幌にも夏がやってきました。コロバーズ製作、畑や花壇管理など 

外作業が多くなり、ちょっと苦手な人も出てきます。でも、仕事のために自分の心や体の管理を 

すること、誰かのためにちょっと頑張ってみること、おたがいに励まし合って乗り切ること･･･ 

自分たちの体を使い、汗を流し、多くのことに気付く夏です･･･。 

 

 

 

 

 

 

  

２年 

                北海道札幌稲穂高等支援学校 生産技術科通信         ７月  １日   NO３ 

コロバーズは、冬の道路で足を滑らせて転ば 

           ないようにするために、道路にまく砂のことです。 

           手稲区はもちろん、札幌市全体でも使われてい 

ます。初めて行いましたが、かなりの力仕事で、集中力、正確さ、 

チームワークが重要です。これから一年間、暑い日、寒い日、 

生産技術科 8名、仲間とのチームワークで頑張って行きます!! 

                            文責 ： Ｒｅｃｙｃｌｅ飯 

今年も手稲区土木センターの協力を頂き行います。自分たちの仕事 

が、世の中の役立つ実感がもてる大切な作業です。

分別 

ペットボトルの洗浄 コンテナの洗浄 

ラベルはがし

         

～7月開催「マルシェ・de・いなほ」にむけて～ 

 

サンドブラストでは、細

かいデザインのラベル

抜きを頑張っています

（文責：S.Y） 

マルシェに向けて一つ一つ良質な製品を

意識しています（文責：T.T） 
花への水やりは、天気予報を確

認しながら行います。 

花がら摘みも目立たない作業

ですが、花の管理の中ではとて

も大切な作業の一つで、みんな

熱心に取り組んでいます。 



  

 

 

           1.3 学年とも現場実習がスタートしました。1 学生は始めての、3 学年は進路決定に向け

ての勝負の実習です。コロナ禍でありますが、多くの方のご協力の下、実施することがきました。この機会を大

切に、多くの気付きをもって学校に戻ってきて欲しいです。（続く 2 学年は 10 月です!!） 

 

 

 

 

 

  

 

        

1 年 

２年 

                北海道札幌稲穂高等支援学校 生産技術科通信         令和 4年 9月２日  NO４ 

各々、卒業後の進路に

向けて、決意も新た

に、現場実習へ 

☆３年生として最後の販売活動だったマルシェでは、たくさんの受注があり、

びっくりしながらも、一丸となり、サンドブラストに取り組んでいます。 

初めての現場実習にいきます。 

各仕事場で、一人一人が全力で仕事に取り組みたいと思います。 

文責：Block・Sugar・Y 

 

ラベンダーポプリの製作を行っ

ています。小さな花の部分を丁寧

に摘んでいます。根気がいる作業

です。 

期待と緊張で一杯の現場実習ス

タート。「働く」厳しさと楽しさを

実感し、自分の力を試し、今後の

学校生活に活かします!！ 



＊それぞれの道を目指して、現場実習を行いました。卒業後の自分を描きつつ、

学校に戻ってきた表情は充実し、また一歩前に進んだようです。あと６ヶ月を

有意義な生活にしたいです。 

  

 

 

 1.3 年生の現場実習が終了しました。3 年生は、卒業後の進路に向けての現場実習だっ

たので、無事にやりきり、みんな少しほっとした表情です･･･。1 学年は、色々な実習先で多くのことを学んでき   

    ました。後期に向けて、学校生活にいかしていきましょう。･･･2 年生は実習中!!              

 

 

 

 

 

 

 

          実りの秋です。春から育ててきた手稲養護の畑のジャガイモの収穫を行い 

         ました。ZOOM での交流会となりましたが、手稲養護の皆さんに喜んでいた 

         だき技術科 8 人もうれしそう!! 

◆振り返りより･･･◆ 

・人を喜ばせることが、自分にとってもうれしいことだと分かりました。 

・手稲養護の人が笑顔になってうれしかった。 ・丁寧な作業が大切！ 

・ていねいに掘ったらイモがたくさん出てきた。  ・畑は楽な仕事では 

ないけど、一生懸命取り組めば、周りの人が喜んでくれる。 

・おいしく食べてもらいたい！   ・最初は大変だったけど、楽しく仕事が 

できて良かった。 ・ふれあえて楽しかった。 ・交流できてうれしかった。 

・たくさんのイモが収穫できて、達成感で一杯。 

     

秋も日々深まり、１１月の学校祭にむけての製品作りがはじまりました。  

サンドブラストの作業工程をマスターするために日々練習に取り組んでいます。 

学校祭には、どんな製品が登場するかお楽しみに！ 

サンドブラストは面白いです。 

細かいラベルのデザインを抜くのを成功したときは、 

緊張もするけど「やったー」と思います。 （文責 W・K） 

２年 

                      北海道札幌稲穂高等支援学校 生産技術科通信      令和 ４年 １０月 １３日   NO５ 

     

報告会の様子 

実習先の様子 



  

 

 

            11 月 18 日・19 日の学校祭に向けての製作が始まっています。久しぶりに保護者の 

皆様をお迎えすることができ、製作にも力が入ります。また、普段は見ることのできない他学科の作業の様子に

も触れることができる機会です。生産技術科 SHOP「ニシキギ」お楽しみに!! 

 

 

  

3 年 

                北海道札幌稲穂高等支援学校 生産技術科通信      令和 4年 11月 8日  NO６ 

       いよいよ学校祭! ! 

学校祭販売用のいろいろなサンドグラス制作中 

「正確さと丁寧さを意識して、サンドグラスを 

作っています。慣れない作業は緊張します。 

失敗しないで頑張りたいと思います。」 

＜文責 A・K＞ 

２年

       いよいよ学校祭!! 

 色々なかわいいキャンドルを作ってい 

ます。みんなと一緒に一生懸命作ってい 

ます。 

 かわいいデコレーションをしたキャンド 

ルや、カラフルなキャンドルがあるかも･･･ 

しれません。お楽しみに!  

                文責：Y・パフェ 

 一人一人作って販売したいキャンドルを 

発表し、話し合って決めました。色や形、 

新しい作り方にも挑戦しています。 

1 年 

新篠津高等養護学校と

Zoom交流しました。 

 最初はドキドキ緊張しました

が後半は楽しく会話が弾みま

した。 

花壇の苗のお礼と、お互いの

学校紹介や質問など、初めて

とは思えないほど打ち解けま

した。(文責：H) 

 

販売用の製品作

りをみんなで協

力しながら作り

ました。(文責：W) 



  

   

 

 

 With コロナの新しい形の学校祭が無事終了。生徒も保護者の皆様にも楽しんで頂くこ

とができました。生徒自身、そして保護者の皆様に、一人一人の生き生きした姿と、大きな成長を感じていただ

けたと思います。もう次の「学校祭」「マルシェ」を目標にスタートしています!! 力強い!!  

 

  

      

       ＜学校祭を振り返り思ったこと＞   

・来年も生徒や保護者がたくさん製品を買ってもらえる 

  ように、きれいな製品を作りたいです。 

・サンドブラスト体験では、明るくていねいな言葉がけが 

できました。 

・サンドブラスト体験では、お客さんにわかりやすく説明が 

 できていたと言われました。 

・自分で気持ちの整理をして、落ち着いて学校祭に参加 

 することができました。 

 

3 年 

２年 

                北海道札幌稲穂高等支援学校 生産技術科通信      令和 4年  １２月  ７日   NO７ 

        ＜学校祭振り返りより･･･＞ 

        ・よい製品をもっと作りたくなった。 

・苦労したこともあったが、あきめないでやって良かった。  

・お客さんからほめられて作業するのがうれしくなった。 

・分からないことはきいたらできた。 

・どうやったら伝わるか考えたらできた。これからも考える! 

・初めは緊張したけど勇気をもってやってみたらできた。 

 楽しさが沸き立ってきた。 

・この日のためにやってきたんだという気持ちが強くなった。 

・達成感を感じた。自分を信じたい。・色々な人と接することが大事。 

・嫌なこともやってみたら楽しくなって変われるかもしない。 

《花壇》 

・花の管理は大変でしたが、気持ちを込めてお

世話をすると、長い間きれいに咲いてくれるこ

とを感じました。また、育て方も少し分かった

ので機会があれば育ててみたいです。（T） 

《畑》・今年はゴーヤと枝豆を担当

しましたが、去年同様たくさん収

穫できてうれしかったです。いろ

いろな経験を積むことは大切だと

感じました。（N） 



   

 

 

 今年度も残り少なくなりました。3 学年は卒業に向けて、1.2 学年は進級に向けて、今

年一年の自分の成果や課題を、じっくり時間をかけて振り返る時期です。さらに、それぞれが気付いた大切な一

つ一つを、自分の言葉で伝えてほしいです。本当に連日寒い稲穂ですが、技術科実習室は「熱い」です!! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 いよいよ今年度もあと３ヶ月･･･。一年のまとめとして、二人 1 組に 

なり、今まで作ったキャンドルを製作する課題です。二人でよく話し合い 

製作するキャンドルの種類、4 回の作業計画､分担、準備等を行います。 

お互いチームワークよく、良質な製品をめざして頑張ります!! 

                   （結果は次回!!お楽しみに） 

A＆T 5種のキャンドル 先を見通して二人で協力する 

A＆S 新作テトリスキャンドル、MIRACLESTONE 

       お互いの意見を聞き合って作業をする 

I＆T  スイート・レコレーション良質な製品作りを意識する。最後まで協力する。 

S＆M RAINBOW 最後までやり抜く 

3 年 

 今年に入り市内のラーメン屋さんから、店内で使うグラスの受注がありました。ちょうどテレビの情報番組で、そのお

店の取材があり、かつて本校の先輩たちが製作した受注グラスも紹介されました。後日、生産技術科２年生のみんなは

ユーチューブでその様子を確認し、製作への意欲を高めていました。 

２年 

                北海道札幌稲穂高等支援学校 生産技術科通信      令和５年 ２月  7日   NO８ 

いよいよ最後の製作に入りました。 

卒業制作では、自分だけの 

～only one～の製品が 

できあがってきました。 

完成品は、次号でお披露目 

しますので、楽しみにして 

いてください (文責：H) 

受注品のデコットンボールライトも 

順調に仕上がっています。 



 

＊いろいろ大変なこともありましたが、 

チーム力＆コミュニケーション力の大切さを知り、 

いつの間にか自分たちで考え、相談しあえるようになりました。 

社会に出ても元気に、前向きに進んで行きたいと思います。 

＊三年間の集大成として卒業制作に挑戦しました。 

   

 

 

 3 年生が稲穂を無事に巣立っていきました。コロナコロナに明け暮れた三年間でした

が、自分の目標や夢を見失うことなく、仲間と励まし合い、支え合って充実した学校生活を送っていました。 

         出会いと別れの春･･･新入生を迎えるべく、1，2 年生は一年間のまとめを行っています!! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

        ＜振り返りより･･･(一部抜粋)＞ 

チーム１  伝えるって本当に難しい。多くの事を学んだ１４時間だった。 

声掛けって大変だ！次に向けて頑張りたい。 

チーム２  確認・報告・相談が大切な事に気づいた。お互いの気持ちを 

理解してできた。あたりまえにコミュニケーションを取ることができた。 

チーム３  回を重ねるごとに話し合いが多くなり、納得できる製品が 

できた。作業以外でも話すことが増えた。二人で作るのが楽しかった。 

チーム４  最初は不安だったけど、製作して仲良くなった。より良い 

製品を作ろうとおたがいに確認や話し合いをした。楽しかった。 

3 年 

                北海道札幌稲穂高等支援学校 生産技術科通信      令和５年 ３月 ８日   NO ９ 

 

少年アイスホッケーチーム「北海道バーバリアンズ」から、この春卒団していく 

小学生６年生のための「卒団記念プレート」の受注を受けました。 

チームロゴの他に各選手の顔写真をガラスのプレートにサンドブラスト加工し 

ました。初めての細かいサンドブラスト作業に四苦八苦しましたが、努力の甲斐 

あり、全員日々腕を上げています。この記念プレートが子供たちの一生の思い出 

になりましように・・・ 

２年 

1 年 

チーム１  チーム２  

チーム３  チーム４  

ありがとうございました！ 


